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心のふれあいを求め 和の中から行動を
RIテ ーマ

「~~~~~~~~会 長

t●フ(ノジ タ スキの伝草

13末 程の伝達

幹事抗任式 一―一  ― 一コ

落野新会長 大 松前幹事 |

海野前全度      |

O T月 1 2日の会員格会に'員 の出席をお願い します.

C 7月 1 9日いクラプF 3議会のため働会時何1 3 0ケ r t安とF月 2 6

Hツ ネナーう間三クラブ合向例会の特W会 費 4 1い0円 か氏 ま

りました.タ ラ/覇 謹会の蔭暗, =各特〕事業についてです

こ うエアアク■ブ虫お母二全員4・ら・7出 席先臣ヽの願Ⅲが承認

彗れました

0■ 車報告        辞  手  す 澤ウイ■

0今 年度 「,ラ ブ擬況波び活動計画Jの 冊子を配布 t=し た。

第燕をお願いします.

3 1 ,の f l会予定と1月 l l降の会合千tオ 留有 しました 行 手

が立てこんでいま 十が ご 協力をお願い します

0上 ■期の会費の納 入を 7月 3 1口までにお頼い します

特製め 可蛍らしい全真証をお通 しいた します

0に クラプの例会の期 日場,イの変更通知が多 (毎 せられ

てい ます.手 務局でFE認して下さい。

C■ ―タリー レー トを 7月 1日より1卜 Ⅲ 10 6 F ] = =更

するとの通輸があ りま した 使 自1` )レー トと tい日で

した.
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会 長  津 守 弘 範
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全 景  ■ 面 弘 純

串 手  小 ホ  ま l . 4

会  長  と 原 宝 一

隼 喜  増 田 正 美

能原 搭 二
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0前 年度芸古報告 と市三長 海 野  キ ー

0な 日例全前第 1回理事会を開催 し 本 年度す末ての活動計

画を承認 しま した.特 副事業として 申 立十日午記念式典

のほうヽ 「市民紹今相談J「"ン ボ ジアブ,ジ ェク トJ「新世

代プ。デェク トJの 実行を4■定 し 各 実行委員会の技置 と

後記●碁員長のお名を決定 とました.ま た 理 学生つカウ

ンをラーには ■ 人制で ■ 宝―郎 (米1 1 1劉学輩)根 本

芸キ (R財□□碑観曽 !t― ル本 リ ト ピーァス),「 遣仙

で 大 を説=(同 千=宣 可■ す1村 上矢 (青少年交換 |ドJ

禁増子)杉 野志4R千 (同 1平 貴 美 ,)を 指名 tま した

01 ]■ 紀●持W事 業実行委員会か|)委 員増員め要請'1ふ

中 平 理I行政吉よ洋景各全泉を指ち に=し た

前年度の活動報告番を定布 しました ま た , i i唆 会

計の決算が終わりま した。今月中に報告 します

0ご 挨拶    東 京多店 尽C会 長 小 西 弘 記 張

幹章 小 林 試 お 擁

0ご 模わ    東 京需残 R C全 員 松 原 栄 一 榛

律事 靖 劇 正 美 機

C地 区出向 委 員委嘱 状発 表  会  長  津 す  社 亀

環境保 全委員 会]妻 員長  蕊 様 立

騒 堆 = |と委員 会委 員   遠 存 二郊

[例会場]京=力 trホテル多摩 たまつば幹

[帆会日]毎 壇水曜日】200  月 の最終例会1830
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日常親善交流委員会委員 奈 口舞子

◎各特別事業委員長任命  会  長  津 守 弘 範

十周年記念実行委員会     赤 尾 恭 雄

カンポジアプ 0ジ ェク ト奏員会 伊 藤 英 也

市民経合相義特別委員会    足 立語二郎

新世代ブ ,シ ェク ト特別委員会 コ 島東由真

高補 正晴 今 日か ら新 年 度 の ス ター トです。 ご指 導 宣

しくお原 い します。

周 中 ☆  新 年 度窮 足 元 気 で行 きま しょ う。

由井 采司 津 守 ・伊 津 さん のな 出 と磨度 を祈 っ て。

杉 田 議  会 長及 び 幹事 さん 一 年 がん h Fって下 さい。

根京 泰守  R財 田 に御 鶴力 よろ しくお願 いま しま す。

藤 本 吉文 新 年 度 を迎 えても

糖般 末男 新 会 長 よ ろ しくお願 い します。

小本和夫  今 期 ほ規 遂 に な りま したも 皆 さん よろ しく

小真  梓  新 年度 お めで と うご ざい ます。規 慮 です。

本 日の合8t ¥ 8 1 0 0 0

0カ ンポ ジアプ ロジ ェク トにつ い て委員 長 伊 藤英 也

カ ンポ ジア地 雷募 金  本 日1 8 0 0 0 (果 計1 7 0 9 7 8 0

倭員会報告

◎出活報告 出席 委員 長 大 松 議 二

出席 率 8 8 6 4括= (出席 3 7る 十日U 2 ) /出 席 義 務 4 4名

欠席 道 藤二 郎 遠 藤 立―  福 島産 也 小 競 章員

森 田舞 子 村 上久  高 村 弘

M U  遠 藤 二郎 イ/ 5  地 区聴 業奉 仕 委員 長全 出席

小残 毒員  7 / 5  地 区職 業事 仕 委員長 会 出席

6 / 2 1最 終 汀正 出席 率= 8 8 8 9 1 ( 4 0 / 4 5 )

◎ ‐ ヨニ ヨ B O X  視 睦 活動 委員 長  小 泉  博

東京 多碁 R C会 長小西 弘 鷺榛  幹 事 小林☆ 治様

よろ しくお日 い 致 します。

東京穂擁 RC会 去 松原  栄 ― 様  幹 事増 隠正実様

よろ しくお臨 い 交 します。

岡 山It t  R  C権原容 二携 今 年 も よろ しくお願い します

会長津守 弘範 初 めて の例会 です。ふ るえてお りますも

今 後 ともよろ し くご指導 下 さい。

幹 事伊輝 ケイ子  多 様 R C福 城 R Cの 会長 幹事榛 よ う

こそ。 第 一 回例 会少 々 あが つています。 一年

間 よろ しくお願 い します。

海 野栄― お 客様 よ うこそい らっ しゃい ま した。 津守

伊澤 年度 の ス ター トを祝 して。

大松議二 津 守 伊 革 さん船 出 を祝 つて。応優 します。

宮本議   津 守年 度 切例会  お めで と うご ざい ます。

杉 野志保子 洋 守 さん伊 澤 さん 一 年 間 よろ しく

伊藤 英也 佐 r g和康

津守 伊 淳年度 の 門 出 を伝 して

赤 尾乗雄 語 守 伊 揺年 度 のF目出 を祝 して`ま た 創

立十周年 記念 事 業 の成 功 を折 念 して`

加 摩 喜二郎  津 守伊 澤年 度 の 初例 会 に相応 しい茉や か

な天 気 です ね。

田島其 由美 選 母 さん大松 さん 大 任 ご者労様 で した。

淳す会 長 伊 澤幹 事  頑 張 つて下 さい。

中山恒武 本 年 度 もよろ しくお願 いま します。

足立潤 二郎津 守年度 の初 例 会 をれ して

北村章彦 初 切 会 お めで と うご ざい ます。 会長 幹事

ご者 分 さま 頑 張 つ て 下 さい。

吉沢 洋景 津 守年 度 の前途 を抗 して

関岡俊二 津 守 会 長 伊 揮 幹事 の新 年度 を伍 して

永 井4子  新 役 員 の皆様  本 年 度 も よろ しくお願 い い

た します。

◎十周年配念事業報告 実行 委員長 赤 尾  本 権

本 F創 立十 周年記 念事 業 実行体 制 図 を配布 しま した。

全 会員 が これ に従 い 一体 となつ て式 典の成 功の た め

に努 めてい ただ きたい と思 い ます。 なお  招 持 した

方 の 出席 回答 が 5 4る か ら来 てい ます。

今 年度 の クラプ ロ標 を 「心 のふ れ あい を求 め 和 の

なか か ら行動 をJと しま した。今 年度 の大 きな事 業

の制 立■周年 記念喜 来 を成 功 させ るた めに も会 員 の

皆様 の ご海力 をお願 い しまする

◎会長挨拶

◎群事換 拶

会 長  津 守  弘 範

大事 業 を空 えて 不 安 が一杯 ですが  こ こまで来 る

と 「や るっ きゃないJと の党 信 です。私 の確実 分項

の とお り、会員 皆様 の潤 滑 油 になれ ば と考 えて い ま

す。 ご鶴力 ご指 導 をお願 い します。

◎各 委員 長 の活動 81団発 表

各委員長 か ら 「クラブ概挑 及 び活動 計画書 」 に基

づ き新年度 活動計 画 の転 軍及 び拍負 が述べ られ た。

幹 事  "澤 クイ子

会員 ブ Hフ ィール (第 1回 ) 杉 山 英 巳

公征 人 昭 和 7年 1 1月 生 神 奈 川 県務 河原 町出身 、昭

和 3 1年 中央大学法 学部 ■ (主な経 歴)同 年 司法試 験 合

格 3 4年 知 事箱 (函館東 京 清 和)判 事 (小日原 和 歌 山滴

和 触家哉 、東末 高 義駒務。 東 京 家哉所=代 行 )平 成 2

年 千葉家義所 長 同 4年 浦 和家 哉 所長。 同 5年 後額 3 8職

公征 人年命 、多磨公 証役 場 閉段  同 6年 5月 R C入 会

(住所)東 京都 中野 区 (家族 )妻 長女 との二人

R Cへ の,加 に よ り、多摩 市等 で も 多 くの知大 友 人

に恵 まれ ま した。縁 謝 してい ます 。

(全報 よ りのお願 い :今 後会 員 の皆様 に もこの相 に ご

参加 いただ さ 一 年 を通 す と 当 ク ラブ の紳 士淑 女 壕

とな るよ うに したい と考 えてい ます の で  よ ろ し くご

樋力 をお目 い します。)

(今週 の担 当 杉 山英 巳)


